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京
鳶
定
倉
者
ら
に
ょ
る
N
P

0
法
人
「
京
都
罪
文
化
を
考
え
る

会
・
禦
」
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
、
京
都
市
上
京
区
の
京
都
鍔
と

京
都
御
所
の
見
ど
こ
ろ
を
無
料
で
案

内
す
る
歴
史
散
策
ツ
ア
ー
が
参
加
者

＼

大
木
の
前
で
立
ち
止
ま
り
、
幕
末
の
激
戦
に
つ
い
て

語
る
邪
茎
メ
ン
バ
ー
N
左
か
ら
2
人
目
(
京
都
市

上
京
区
.
京
都
鍔
)

十

、
"

に
好
巽
「
京
都
通
」
な
ら
で
は

の
豊
富
な
エ
ビ
ソ
ー
ド
で
勞
を
伝

え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
心
地
よ

い
風
に
吹
か
れ
て
散
策
す
る
に
は
絶

好
の
季
節
を
迎
え
る
。

歴
史
散
策
ツ
ア
ー
は
毎
回
、
明
治

維
新
ま
で
歴
代
天
皇
の
住
ま
い
だ
っ

た
宮
内
庁
所
管
の
京
都
御
所
と
、
公

家
邸
宅
跡
に
明
治
髭
に
貿
公
園

と
し
て
整
備
さ
れ
莖
示
都
御
苑
に
分

け
て
2
時
間
程
度
の
コ
ー
ス
を
巡

る
。
参
加
者
は
天
候
な
ど
に
よ
っ
て

異
な
る
が
、
十
数
人
が
参
加
す
る
日

が
多
い
。
正
月
も
含
め
た
1
年
を
通

じ
て
催
し
て
い
る
。

、

「
謬
」
メ
ン
バ
ー
が
、
京
都
御

所
南
西
の
欝
3
0
0
年
の
巨
大
な

ム
ク
の
木
の
前
で
立
ち
止
ま
っ
た
。

「
こ
の
木
は
、
暴
丙
の
書
の
激

戦
を
き
っ
と
見
て
い
た
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
」
,
。
長
州
藩
と
会
津
・
薩

摩
藩
の
戦
闘
で
長
州
軍
檎
が
討
ち

死
に
ル
た
歴
史
を
説
明
し
た
。
通
称

は
ま
ぐ
り

「
蛤
御
門
霧
在
家
御
門
)
の
語

源
が
、
開
か
ず
の
門
が
江
一
戸
期
の
大

怨
初
め
て
開
い
た
こ
と
か
ら
、
「
ハ

マ
グ
リ
が
焼
け
て
口
を
開
く
こ
と
に

例
え
た
の
で
し
ょ
う
」
と
の
エ
ビ
ソ

ー
ド
を
添
え
る
。

御
所
内
で
は
控
殿
や
轟

と
い
っ
た
一
般
聾
者
が
集
ま
る
場

所
以
外
に
も
足
を
止
め
る
。
禦
メ

ン
バ
ー
は
、
参
内
者
が
控
え
る
「
諸

大
夫
の
凹
の
一
一
蔀
屋
が
、
畳
の
縁

の
紋
様
や
色
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ

熊
'

.
ー
、

閑
院
宮
邸
跡
に
集
合
し
て
、
約
2
時

間
の
散
策
ツ
ア
ー
が
竺
る

゛

き

基

と
を
説
明
「
身
分
の
違
い
に
ょ
っ

て
控
え
る
部
屋
が
分
か
れ
、
入
室
の

倭
も
異
な
っ
て
い
た
」
と
皇
室
の

幾
な
儀
式
に
触
れ
た
。

「
禦
」
に
ょ
る
と
、
基
本
的
な

寓
事
項
は
共
通
し
て
い
る
が
、
そ

の
日
の
担
当
者
に
ょ
っ
て
、
語
り
口

や
追
加
の
エ
ビ
ソ
ー
ド
は
異
な
る
と

い
う
。
カ
ラ
ー
刷
り
で
御
苑
の
見
ど

こ
ろ
巧
力
所
を
写
真
と
と
も
に
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
た
マ
ッ
プ
を
法
人

が
独
自
に
作
嘩
参
加
者
に
無
料
で

配
布
し
て
い
る
。

毎
週
日
曜
午
前
W
時
環
境
省
京

都
御
苑
事
務
所
が
あ
る
閑
院
宮
厭

前
を
出
発
す
る
。
当
臼
参
加
可
(
W
人

以
上
の
場
合
は
要
事
前
連
絡
)
。
問
い

合
わ
せ
は
N
P
0
法
人
「
京
都
観
光

文
化
を
考
え
る
会
.
都
草
」
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で
^
ピ
ソ
ー
ド
^
^
嵒
に

274^ 第3種鋼3便物認可

、゛

、則些

鯉1,、


